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■産業医顧問サービスを軸にメンタル支援

株式会社メンタルヘルステクノロジーズは，
2011年設立の比較的新しい事業者。メンタルヘル
スケアのクラウドサービス「ELPIS」シリーズ，
子会社である株式会社Avenirにて推進する「産
業医クラウド（産業医顧問サービス）」を軸に，「健
康経営」の基盤のひとつである「社員の心の健康」
を保持するための標準的な施策を提供する会社と
して存在感を増している。

同社では，「健康経営」を「永続的な増収増益
を狙うための組織マネジメントのひとつ」と定義
する。その最も重要な基盤が，「社員が心身とも
に健康であり，正常稼働すること」が必須であり，
実現のための関連するサービスを提供するとして
いる。この課題解決を通じて「イキイキ働く環境」
をつくり続け，「幸せをリデザインする」ことを
ミッションに掲げている（図表1）

■「社会と医療の通訳者」としての事業を展開

国内の精神疾患の患者数は450万人規模へと増
加を続けているが，同社代表取締役の刀禰真之介
さんは，これを食い止めたいと語る。

企業組織に潜在するメンタルケアの社会課題
は，精神科医だけでは解消し得ない。産業医およ
び産業保健に関わる人々が，精神科医と協働で解
決する必要がある分野なのだ。しかし，この課題
へのソリューションは，なかなか革新が進んでこ
なかった現実もある。同社は，
そこにアプローチしている。

特に同社は，公職にあたる医
師から現場で奮闘している医師
まで幅広く関与しており，特に

「健康・予防」について正確か
つ迅速に情報をつかむネットワ
ークを持つ。そして，それを解
釈し，デジタルを活用しながら
分かりやすく発信できる。それ
が，「社会と医療の通訳者」と

株式会社メンタルヘルステクノロジーズ 概要
本社所在地　東京都港区赤坂3-16-11 東海赤坂ビル4階
設　　立　2011年3月
事業内容　�メンタルヘルスソリューションサービス，ITソ

リューションサービス，医師キャリア支援サービ
ス（子会社），産業保健サービス（子会社）

従 業 員　55名（グループ全体　21年1月現在現在）
実　　績　900社7,000事業所以上（20年12月末）
U R L　https://mh-tec.co.jp/

　図表1　�メンタルヘルステクノロジーズの考える健康
経営

　図表2　�メンタルヘルステクノロジーズの独自の強み

　図表3	 組織の本質的な課題解決を効率よくサポート

株式会社メンタルヘルステクノロジーズ
～高品質な産業保健＆クラウドサービスによるメンタルケアを提供～

特集　メンタルヘルスアウトソーサー
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いう同社のビジョンを支える独
自性だ。

クラウドで「メンタルケア」
を簡単気楽にできる環境をつく
り，同時に医療職のノウハウを

「わかりやすく」伝えることで
圧倒的にスマートな「メンタル
ケア」を実現する，それが同社
のサービスの基本姿勢であり強
みでもある（図表2）。

■フェーズごとの対策を提供

組織の状況によって課題は異
なる。組織規模が小さな段階で
は，労働安全衛生法などコンプ
ライアンス遵守が主たる課題だ
が，組織が成長するにつれ，メ
ンタルケアの仕組化に課題がシ
フトしていく。同社では，組織
フェーズごとに組織構成員の健
康管理やメンタルヘルスに対す
る本質的な課題を整理，それに
対応するアプローチを最適化し
ている。また各フェーズの本質
的なニーズに対するソリューシ
ョンを効果的・効率的に提供し
ている。

同社独自のノウハウで，企業の組織
フェーズごとに生じる「3つの不＝『不
信』『不満』『不安』」を取り除く本質
的なニーズに応じた対応を，低価格で
提供する体制がある（図表3）。

■�高品質なサービスをクラウドで

同社のサービスの基幹に当たるの
が，子会社Avenirが提供する「産業
医クラウド」「Avenir産業保健師」だ。
1,500名（21年4月現在）を超える登録
者の中から厳選した産業医を，全国規
模で紹介。同様に，必要な教育を受け
た産業保健師も紹介する。契約企業は，
組織フェーズに応じて，ベーシックな
法令遵守業務から複雑な個別のケース
対応まで，必要な産業保健機能を果た

　図表5	 産業医の質を担保する仕組みを独自に保有

　図表4	 ソリューションの基幹となる産業医／保健師サービス

　図表6　多彩なクラウドサービスでカウンセリングニーズに対応
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せる。（図表4）。
メンタルケアの実効性は，産業保健

体制の対応力，特に産業医の力量に大
きく左右されることが少なくない。医
師の資質や，臨床のみでなく企業活動
全体を見据えた産業保健への深い理解
などの見極めは非常に重要だ。

そこで同社では，産業医に求める要
件を明確化し，専門チームによって精
密な評価，厳選を行うと同時に，必要
な教育・育成機会を提供しながら，高
品質なソリューション提供が可能な産
業医を確保できる体制を有し，契約企業とのマッ
チングにも十分配慮している（図表5）。

■クラウドによるオールインワンのサービス

同社のサービスのもうひとつの大きな特長が，
クラウド活用による多彩な産業保健サービスの提
供だ。ストレスチェックなどの組織アセスメント
から，多様な面談・カウンセリングニーズへの対
応，eラーニングやウェビナーによるヘルスケア
リテラシー向上機会の提供，そして健康経営に関
するコンサルティングまで，「ELPISシリーズ」
としてワンストップで組織のメンタルケアに対応
するクラウドサービスを提供している。

これらの支援は，従来アナログ提供されること
が多かったが，デジタルマーケティング事業も行
う同社の強みを活かして，従業員も企業担当者も
様々なデバイスで気軽に活用できる支援を安価に
展開している（図表6）。

例えば，同社のストレスチェックサービスは無
償提供されており，「ELPISシリーズ」は，フル
パッケージで従業員1人当たり年間2,000円で利用
できる。

■現場ニーズに対応するソリューション

利便性の高い各種クラウドサービスだが，企業
現場における切実なニーズに一歩踏み込んだソリ
ューションも提供している。

従業員がメンタルの課題や女性特有の悩みを相
談する際に，相談先がすぐに見つからない場合も
ある。デリケートな問題を男性医師に話しにくい
のも現実だ。同社の「精神科クラウド」では，産
業医経験を有する精神科医への相談が気軽に実施

でき，女性医師への相談ニーズにも対応可能だ（図
表7）。

また，採用時には見抜くことが難しい人材のメ
ンタルリスク把握ニーズには，「ELPISメンタル
チェック」で対応している（図表8）。

ストレス耐性やコミュニケーションスキルなど
を測定し，2,000万人のデータベースに基づいて，
メンタルリスクや離職リスクを評価する。

質の高い産業医療職の存在を軸に，多様なニー
ズに対応するコストパフォーマンスの高いクラウ
ドサービス群を展開する同社は，企業の健康管理
室機能全般を担当することが可能だ。産業保健の
見識とDXの積極活用によって，新しいメンタル
ケアのかたちが生まれつつある。

　図表7　�信頼できる精神科医とのWEB面談「精神科クラウド」

　図表8　�離職リスクも5段階評価「ELPISメンタル
チェック」


